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松沢哲郎 ･友永雅己 ･金沢 創l)･佐藤 明l)
チンパンジーとヒトを対象に,認知･言語機能
の比較研究を継続しておこなった｡色や数の認識､
図形パターンや表情の認知､一体性の知覚､反応
のまとまり,刺激等価性､認知的負荷の異なる現
題間の選択などのトピックスについて.実験的な
分析をおこなった｡この研究テーマの一部は､大
芝宜昭 (大阪大学院生)と鈴木修司 (北緯道大学
院生)の2人の共同利用研究月との共同研究であ
る｡
B)野生チンパンジーの道具使用と文化的変異
松沢哲郎
西アフリカのポッソウのチンパンジーの行動と
生態を､夏と冬の時期に現地調査した｡新しい道
央伐用のレパートリー を発見し,道具使用の発達
と文化的伝播について野外実験をおこなった｡そ
の一部は､山越言 (大学院生)､中村徳子 (関西
学院大学大学院生),タチアナ ･ハムル (エディ
ンバラ大学学生)との共同研究である｡
C)チンパンジーのトー クン使用 ′
松沢哲郎 ･水谷俊明l)･鈴木修司2)
チンパンジー10個体を対象に､トー クン (代理
貨幣)を使用する行動を実験的に分析した｡トー
クンを投入する場所の弁別や､トー クンのもつ交
換可能な価値を識別する行動を実験的に分析し
た｡
D)飼育霊長頬の環境エンリッチメント
松沢哲郎 ･熊崎消則3) ･前田典彦3)･竹元博幸1)
飼育霊長類の環境エンリッチメントプログラム
の一貫として､チンパンジーの居住する3つの屋
外運動場に植樹した｡そのうち主たる運動場に植
えた28種140本の植栽樹に対するチンパンジ
ーの採食行動を記録し､採食の選択性が生じる原
因を検討した｡
E)霊長頬の錯視知覚に関する比較心理学的研究
藤田和生
アカゲザルとチンパンジーを対象に､ボンソ錯
視の知覚の分析をおこない､ヒトと比較した｡奥
行き感を持つ背景の効果と､刺激全体の向きの効
果を調べた｡
F)ニホンザルの3次元形状知覚に関する比較認
知科学的分析
藤田和生･金沢 別 1)
異テクスチャ領域検出況超を用いて､陰影によ
る形状知覚を分析した｡陰影の方向による検出の
容易さの違いをヒトと比較した｡
G)スラウェシマカクの種の認知
藤田和生･放逸邦夫4)
インドネシア･スラウェシ島南部において､2
種のスラウェシマカクを対象に､近縁の種の写真
に対する視覚的な好みを調べた｡
1)大学院生､2)共同利用研究員､3)サル類
保健飼育管理施設技官､4)ニホンザル野外観察
施設5)学振特別研究員
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